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第６回 

大洲市民文化会館建設検討審議会会議録（要約） 

日時 令和 3年 9月 27 日（月）10：00～11：10 

場所 大洲市役所 ２階大ホール 

出 席 者 

委員１４名 欠席６名 

総務部長 

事務局（５名） 

傍 聴 人 なし 

報道関係者  なし 

議   題 

１ 審議事項 

（１）大洲市民文化会館整備における「規模・機能」について 

（２）大洲市民文化会館整備に係る整備手法について 

２ その他 事務局より伝達事項 

 １ 開 会 

   会長挨拶 

   委員紹介（変更者のみを紹介） 

  

 ２ 副会長の選出 

大洲市文化協会会長の退任に伴う副会長の選出。 

上田委員に決定 

 

 ３ 審議事項（事務局説明）資料① 

（１）大洲市民文化会館整備における「規模・機能」について 

＜質疑応答＞ 

議長：「大洲市民文化会館整備における「規模・機能」について、事務局より説明があったが、何

か質問等はないか。 

委員：ワークショップ等の知見の中で最終的な方針がでていると思うが、当初のアンケートや市

民会議での意見では、大ホールの規模は 900 席以上が 70％を超えていた。機能については当

初からの意見も網羅されていると思うが、ホールの規模について、当初の考えとの整合性に

ついて説明いただきたい。 

事務局：市民の皆さまからは 1,000 席程度の規模を望まれる意見もあったが、人口減少や少子化

等も考慮し、令和３年７月の基本構想の中で現状程度（800 席上限）という考えを提示させ

ていただき進めているものであるのでご理解いただきたい。 

委員：たくさんの人が毎日使う施設でないと赤字になってしまう。Wi-Fi やキッズスペースは無

料ではなくて、１時間いくらなどで開放するのか。 

事務局：今後の管理運営計画の中で市民の皆さまと一緒に検討を進めていきたいと考えている。 

委員：サブホールも用途に応じて後で仕切れる仕様になっていると使いやすい、また、雨天時に

マルシェができるようなスペースもあったらいい。 

事務局：ご意見を参考にしながら進めていきたい。 
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委員：現在の市民会館は会議室も多い。新しい施設で会議室を今の規模にすることは難しいと思

うが、総合福祉センターの会議室を利用し、施設間のすみ分けを考えているという理解でよ

いか。 

事務局：委員ご意見のとおりである。総合福祉センターとの機能分を図りながら、音楽・芸術・

創作活動の諸室の充実を図っていきたい。 

委員：20 ページのフレームの中に諸室が配置されているが、平面として考えているのか、２階建

て等で考えているのか。 

事務局：20 ページの図については、延床面積として表記しているものである。現時点では 3階建

てを想定している。 

委員：2、3階の中で（諸室を）振り分けていくのか。 

事務局：各世代の方が利用しやすい諸室配置を検討していく。 

委員：気候変動により思いもよらぬ災害の発生率が高くなっている。水害等も想定し機器類の配

置等にも配慮した施設整備を進めていただきたい。 

事務局：ご意見を参考に今後の設計を進めていきたい。 

議長：他にご意見はないか。ないようなので、事務局の規模・機能（案）に対して審議会として

も了承という形で答申してよいか。 

  ＜異議なし（拍手）＞ 

議長：それでは次へ移ることとする。事務局より説明をお願いする。 

 

 ３ 審議事項（事務局説明）資料② 

（１）大洲市民文化会館整備に係る整備手法について 

＜質疑応答＞ 

議長：大洲市民文化会館整備に係る整備手法について、事務局より説明があったが、何か質問等

はないか。 

委員：地元事業者の参画については、建設段階なのか、運営の段階での参入を想定しているのか。 

事務局：設計・施工・管理運営、それぞれに参画できるよう考えている。 

議長：他に意見はないか。特に意見等がないようであれば、事務局から提案のあった整備手法に

ついて了承ということでよいか。 

  ＜異議なし（拍手）＞ 

議長：他に意見等はないか。 

   特にないようなので、以上で議事を終了する。 

 

４ 閉 会 

 


